
転
倒
災
害
に
は
様
々
な
要
因
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
が
、体
の
重
心
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

加
齢
に
よ
り
重
心
の
位
置
は
前
方
に
変
化
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、肥
満
気
味

で
あ
る
こ
と
は
、重
心
の
位
置
を
高
位
か
つ
前
方

に
変
化
さ
せ
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
て
も
、

重
心
を
で
き
る
だ
け

体
の
中
心
に
保
ち
、転

倒
の
リ
ス
ク
を
少
な

く
で
き
る
よ
う
、
体

格
の
維
持
や
、下
肢
の

筋
肉
の
維
持
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

石
巻
労
働
基
準
監
督
署
か
ら

■
職
場
で
の
感
染
に
注
意

！！

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
で
猛
威
を

ふ
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
年
齢
、
人

種
に
関
係
な
く
様
々
な
人
が
感
染
し
、無

症
状
か
ら
死
に
至
る
ま
で
、様
々
な
症
状

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

感
染
し
な
い
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
予

防
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
ウ
イ
ル

ス
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
特
に
、
職
場
の

よ
う
な
密
に
な
り
や
す
い
環
境
で
は
、
一

層
の
対
策
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
職

場
で
で
き
る
対
策
と
し
て
、
感
染
防
止
の

３
つ
の
基
本
で
あ
る
①
３
密
の
回
避
、
②

マ
ス
ク
の
着
用
、
③
手
洗
い
の
徹
底
を
し

た
上
で
、
次
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
職
場
で
発
生
し
た
と
き
は
？

～
保
健
所
か
ら
の
お
願
い
～

「４つ」の対策ポイント

保健所
からの

陽
性
の
方
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
、
そ

の
方
の
勤
務
先
等
に
保
健
所
か
ら
調
査

の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
は
、
保
健
所
職
員
が
訪
問

又
は
電
話
に
よ
り
、
他
の
方
と
の
接
触
の

状
況
や
職
場
の
環
境
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
次
に
挙
げ
る
関
係
書
類
等
の
御
提

供
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
な
い

「
体
づ
く
り
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
な
く
、
一
般
的

な
風
邪
の
予
防
も
含
め
て
、
免
疫
力
を
低
下
さ

せ
な
い
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
。

食
生
活
で
は
、
「
主
食
」
「
主
菜
」
「
副
菜
」
を
揃

え
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
と
、
か
け
調
味

料
や
麺
類
の
汁
を
残
す
等
に
よ
る
「
減
塩
」
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、簡
単
に
で
き
る
運
動
と
し
て
、歩
く
こ
と

も
お
す
す
め
で
す
。
①
脂
肪
の
燃
焼
、
②
心
肺
機

能
の
ア
ッ
プ
、
③
高
血
圧
の
予
防
、
④
免
疫
力
の

ア
ッ
プ
、
⑤
全
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
な
ど
様
々
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

１日の目標歩数

20～64歳 65歳以上

男性 9,000歩 7,000歩

女性 8,500歩 6,000歩

「第２次みやぎ２１健康プラン」より

宮
城
県
民
は
一
日
の
目
標

歩
数
（
下
記
参
照
）
に
対
し

て
、
あ
と
１
５
０
０
歩
足
り
な

い
状
況
で
す
。一
日
に
、あ
と

分
多
く
歩
く
こ
と
を
意
識

し
ま
し
ょ
う
。

適
度
に
体
を
動
か
す
こ
と

で
、
質
の
良
い
睡
眠
に
も
効

果
が
あ
り
、
免
疫
力
の
維
持

に
つ
な
が
り
ま
す
。

１５

■
厚
生
労
働
省
で
は

で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

を

公
開
し
て
い
ま
す
。
感
染
防
止
対
策

と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
い
、

時
差
出
勤
を
し
た
い
場
合
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
、
万
が
一
労
働
者
が
感
染

し
た
場
合
、
労
働
基
準
法
の
休
業
手

当
や
年
次
有
給
休
暇
の
取
り
扱
い
は

ど
う
な
る
か
、
労
災
保
険
給
付
の
対

象
に
な
る
か
、な
ど
の
情
報
を
載
せ
て

お
り
、随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

同

に
お
い
て
、助
成
金
や
コ
ロ
ナ

支
援
策
の
案
内
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
掲
載
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
下
さ
い
。

■
こ
れ
か
ら
冬
季
に
向
け
て
転
倒
災

害
が
増
え
て
き
ま
す
。
身
体
強
度
や

運
動
機
能
の
低
下
の
予
防
は
転
倒
災

害
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。転
倒
予

防
体
操
に
取
り
組
み
転
倒
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。
体
操
の
詳
細
は
「
職
場
の

安
全
サ
イ
ト
」
に
写
真
付
き
で
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で

下
さ
い
。

Q
＆
A

H
P

メールでの配信を希望される事業
所は下記までご連絡ください！
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

従
業
員
名
簿
（
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
（
携
帯
）
、住
所
等
）


利
用
者
名
簿
（
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
（
携
帯
）
、住
所
等
）



シ
フ
ト
表
・勤
務
表



作
業
動
線
が
分
か
る
も
の
（
図
面
、
座

席
表
等
）

※

関
係
書
類
は
既
存
の
も
の
で
構
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
調
査
に
よ
り
保
健
所
が
「
濃
厚

接
触
者
」
と
判
断
し
た
方
に
は
、
感
染
の

可
能
性
を
考
慮
し
、
陽
性
者
と
最
後
に

接
触
し
た
日
か
ら
14
日
間
の
自
宅
待
機

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
職
場
で
も
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
誰
も

が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日

頃
か
ら
、
職
場
ぐ
る
み
で
感
染
対
策
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、万
が
一
従
業
員
が

感
染
し
た
場
合
で
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
や
療
養
後
に
復
帰
し
や
す
い
雰
囲

気
づ
く
り
に
御
配
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

H
P

〔
コ
ラ
ム
〕
転
倒
予
防
の
た
め
に

肥
満
改
善

！？

肥満による
重心位置の変化

出典：厚生労働省

■
事
業
所
の
取
組
事
例
大
募
集
！

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
の
取
組
事

例
を
教
え
て
く
だ
さ
い
♪
当
通
信
で

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00018.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00018.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00018.html


お役立ち情報

事業所における消毒のポイントについて，スマート通信第１号（創刊号）に掲載していますので，
併せて御覧ください。

職場で気をつけたい
場面と対策

こんな場面は気をつけよう

事務室や車内

座席の位置の近さや、物
品の共有状況によっては、
感染のリスクがあります。
また、車内は密になりや
すいため、マスクの着用や
換気は徹底しましょう。

普段からマスク着用を
徹底する。

こまめに換気する。

共用物品などの使用
前後に手洗いや手指
消毒をこまめに行う。

会食・飲み会

お酒を飲むと、感染対
策に対する注意力が低下
しやすくなります。
また、気分が高揚する

と、ついつい声も大きく
なりがちです。「いつで
もマスク！」を合い言葉
に、静かな会食をお願い
します。

内閣官房Webページより

休憩のタイミング

仕事モードから休憩モードに変
わると、ついつい気を抜いてしま
いがちです。
また、昼食などで食事をする際

に、会話をしながら
食事をすることで、
飛沫感染のリスクが
高まります。

食事以外は、休憩中でもマスク
をつける。

対策

一度に休憩する人数を減らし、
対面での食事や会話を避ける。

休憩スペースはこまめに換気
する。

対策

対策

新型
コロナウイルス
感染症

https://corona.go.jp/proposal/

